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小 林 先 生 感 謝 会

△ (14年)堀

昭和41年 5月 28日 (Jl)2時-4時半 於東京女子大学会議室
昭和 5年以来,36年の長い問母校でお教え下さいました小林薫一先生が, このたび

定年退職をなさいましたことは,皆様既にご存じのことと思います。新緑の美しい母
校に小林先生御夫要をお迎えして, 集う先生方, 卒業生は80余名。幸い天侯に恵ま
れ,卒業生一同の心からの感謝をこめて, この会は開かれました。
司会は溝口さん (昭 , 9)は じめに豊泉会長の感謝の言葉一一ここに第 1回より本
年の卒業生までか一常に会し, さながら数専の歴史をそのまま見るようであるが,ど
の時代の卒業生とt)11が通じるのは小林先生ただお一人であり,数専会が時代を超え
ていつも和やかに,ま とまりのある会として続いているのも小林先生のお蔭ですと,
深く感謝の言葉を述べられました。

つづいて讃美歌 286番 ,お祈り根岸さん。 (昭 ,24)
ここで小林先ノ11へ記念品贈呈,卒業生の皆さまから寄せられましたものをギフトチ
ェックにしておIPIり いたしました。

小林先生のご検拶一―毎年 3月 になると卒業してゆく若い人々を見て,何ともいい
ようのない複雑な女t持を味わうのですが,それも今年で終りで,今度は逆に送られる
身となりました。今後はゆとりをもって,余生を巾広く生きてゆきたいと思いますと
話されました。tti出 日学報にのせられた「36年の歩み」を読んだ卒業生から,沢山の
お便りを頂き,本当にうれしかったと述べられたときには, しばし絶句され,先生の
お心持をお察しして涙のこみあげてくる思いでした。

平野先生は,使命感をもって数専のために一すじに尽された小林先生について語ら
れ,中谷先Jlは ,数専のみでなく学校全体のためにも小林先生のお力があり,今も入
試には小林方式というものが受けつがれていることを述べられ,久 しぶりに,独唱を
きかせて下さいました。 (こ れは別項を御参照下さい。)

卒業生の感謝の言葉は, 初期の頃の代表として山下さん (昭, 9), 中期を代表と
して山本さん (昭,23),そ して最も新らしく最後の卒業生を代表として黒田さん (昭 .

41)がそれぞれの立場から小林先生へ感謝の言葉を捧げました。
又, 2回生の樋口さんが長い問御無沙汰いたしていたお詫びと共に,今 日ここに出
席されなかった方々の代りにと述べられた言葉は,二同の胸を打つものでした。

みす謝感

.::ill111:it,111111111
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このあと,小河原先生,宮本先生のお話,豊泉さんの歌,千本さんたちの二重唱,

そして讃美歌,神ともにいまして一一を最後に,会は終りました。

1056名の卒業生のことを常に考えていて下さる小林先生,いつも私たちの心の支え

となっていて下さる小林先生, どうぞいつまでもお元気でお過し下さい。

青年小林先生を迎えた頃    (会 長)豊  泉  し げ

小林先生が来られた昭和五年と言えば私共一回生が四年生になったばかりの時でし

た。当時日本語版の数学書が少なく,代数,解析幾何学,三角関数,近世幾何学,力

学演習等英語版が多かったので英語には慣れておりましたが,小林先生が射影幾何学

をドイツ語でなさったのでびっくりしました。男性を見ても異性だなどあまり感じな

かった私でさえ,先生の整ったみなりと流暢なドイツ語に魅せられたのでしょうか今

でも妙に心に残っております。大学を出たばかりの青年で大きな夢を抱いて来られた

事と思いますが私共の様なモサを前にさぞかし落胆なさった事と,今思えば冷汗もの

です。女子大出は嫁に貰い手がない,ま して数学等やる女は鼻もちならないと世間の

批判も厳しい時,そ して文部省でさえ数学専攻部の認可に難色を示した時代であった

だけに大学としては容易ならない時でした。学生の実力が十分であれば今に見ろとふ

とっぱらでいられたでしょうけれど当時女学校は四年1:Jと 五年1"Jがあり私のように四

年制の女学校を三年で終えてきた者もいたのだからそれらに一応の力をつけてやるの

には先生方の御努力並々ならぬものがあったのだと思います。それなのに私共はのん

びり,先生方を外に誘い出して授業をさぼり,ついでにおごって貫って二重の得をし

ようと思考をこらしたものでした。勿論団体交渉決裂と言う時もありましたがストは

やりませんでした。無試験検定の事もあったし産みの苦しみと喜びを共に背負った創

設時代,若き学徒はよくぞ逃げ出さなかったとそれが今でも感謝の一つです。大平洋

戦争と同時に四,三,二,三,四 と制度が変っただけでも苦難の程が想像出来るのに

その真只中にあって重荷を負い乍らつぶやく事一つなさらずきり開いていかれた事は

感謝の二つです。第一回生から現在まで就職,結婚,身上相談と36年の尊い日月を私

共の為に尽して下さいました事はよくわかっているだけに筆舌に尽し難い感謝を持っ

ています。本当に有難うございました。今後共一層御体に気をつけて益々お元気に活

躍なさいますよう祈ります。尚奥様と御二人で旅行を楽しんでいられる事を伺って心

温まるおもいです。私共も学びたいとおもっております。

1065名 の 願 い (23年)山 本

私たちのクラスも小林先生の受持ちでした。小林先生は私達にとって大変懐しい存
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在です。なぜ受持ちの先生が懐しいのかと申しますと,こ れはどうやらよく叱られた

からだと思います。教育の途上で子をロヒらない親生徒を叱らない先生なんて偽者だと

思います。その点小林先生はこれ丈はどうしても解らせておかなければいけない, と

お考えになると決していい加減にお済せになることはありませんでした。しかも私達

は昭和20年,動員されていた工場や疎開先からろくに勉強もしないで女手大に入って

来ましたので,先生も余程びっくりなさったのでしよう。「君たちは何んにも知らな
いんだねえ」と溜息まじりにあきれ顔でおっしやるのです。すると何んにも知らない

事が何とも情けなくて勉強しなくちや大変だという気持にさせられました。それは学

問的なこと,数学の問題だけでなく,広 く社会常識や道徳教育の面まですべてです。
私達はこの時代に学問に対する態度とか未知への探求′いとかいったものを,し っかり

植え付けられたのたと思います。

小林先生は女子人の数学科の歴史の中で,最も重要な存在です。女子大の数学科に
学んだ生徒の中で誰一人小林先生の薫陶を受けなかった者はいないのですから。そし

て卒業してからも私達は小林先生をはじめ数学の先生を中′心に数専会という一つの家

族的な集団を持っています。その中で小林先生はいわば父親的存在です。昭和初年に

卒業した総領娘達は,先生と一緒に善福寺を散歩したり,衣かつぎを御馳走になった

楽しい思い出を持ち,二女三女はよく叱られてとても恐かったけれども身に滲みて有
難く頼り甲斐のある先生,そ して昭和30年,40年卒の末っ子達は,ど うやら自分達の

我儘を目を細めて聞いて下さる優しい先生と写っているようです。私達は何か困った

こと嬉しいことが起ると一番に小林先生のところに駆け付けたくなります。だから小

林先生はいつ迄も御元気で居て下さらないと困るのです。これは私達1056名全部の願

いなのです。

数 々の教 り||を 鞭 と して杖 と して  (41年)黒 田 二 重 子

小林先生,長い問,い ろいろとお世話様になりまして,有難うございました。私達
昭和41年 3月 の卒業生は, 4年間の大学時代に3年間も,そ して,小林先生の長い教
育界での御生活の最後に,担任をしていただきました。今ふりかえってみますと,大
学時代は,あ る意味で一番成長しえた時であったと思います。その大切な時期の大半

を,東京女子大学と共に歩んでこられ女子教育に専念されて,経験豊富な理解ある先
生にお導きいただき,本当に幸わせてございました。先生は,私達の一人一人を良く
理解して下さり,個人個人の長所をみとめて下さいました。入学当初は,慣れない私
達をご親切に御指導下さり, 2年生になって,一寸たるみの出て来た頃は,学問の大
切さを折りにふれて話して下さり,私達の気持をひきじめて下さいました。時 「々 あ

子敦
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なた方の先輩は,た だ数学が勉強したくてここに来たのですよ」とか,「今でも一ケ

月に何回かゼミで皆集まって勉強しています。」 等というお話を聞かせて下さいまし

た。「私達も先輩を見習って,いつまでも勉強したいわね。」等と自已をかえりみて反

省したり,気持をひきじめたことが,たびたびでございました。

四年生にになった時,又々御縁があって,先生の御厄介になり,い ろいろ御面任Jを

みていただくことになり大学生活の最後の年を,先生と共に,学生生活の総まとめと

して,楽 しく,有意義にすごさせていただきました。

いつも先生には,御迷惑ばかりかけて参りましたのに,何 ら酬いることもできずに

卒業してしまいましたが,先生のお教え下さいました数々の教訓を鞭として又杖とし

て,十年後,二十年後にも,先生の「一年一冊の専問書を……」のお言葉を実行して

いきたいと思っております。

謹んで先生の御健康と御自愛を心からお祈りし,御挨拶に代えさせていただきま

す。

定年退職にのぞんで          小  林  薫  一

このたび, 私が東京女子大学を定年退職になりまヒノたにつき, 本 |11は私たち夫婦

のためにこのような盛大な会をお開きくださいまして,ま ことにありがとうございま

す。それに,ただいまはみなさんから身に余るかずかずのお言葉とともに記念:旱:ま で

ちようだいし,重ねがさねのご厚情に深く感謝いたしました。生涯の光栄と存じ,厚

くおネしを中しあげる次第であります。

実は,先 日豊泉会長から本国のご招待をうけたのでありますが,いつもみなさんか

らは公私ともにいろいろとお世話様になっていますのに,私からはたいしたお手伝い

もできず, 果しておうけしてよいものかどうか, だいぶ迷ったのであります。 しか
し,折角のご厚意でもありますので, このさい素直におうけして,生涯の想い出にし

たいと考え, ここに罷出た次第なのであります。

おもえば,ずいぶん長い間の「女子大仕えJでありました。「十年一昔」という言

葉がありますが, この流儀でいえば,36年の歳月は「音,昔その音Jということにな

って,ずいぶん古い過去のことになるわけです。私が,は じめて教師になったのは大

正13年でありましたが,先 日その当時の生徒の人から電話がありまして,

「 こんど,私の娘が女子大における先生の最後の教え子として卒業する。私たち親

子は,はからずも先生の最初と最後の教え子になった。」 といわれて, いまさらなが

ら時の流れの速いのにおどろいた次第でありました。

さて,在職中嬉しかったことといえば,なんといっても数専会のみなさん方と喜怒
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哀楽をわかちあい,われわれの宿願達成のために精進できたことでありました。
私が就任した当時には, まだ角筈時代の楽園名残りをとどめており, 家族のよう
な,私塾のようなりまことになごやかな楽しい雰囲気がありました。そして,教師と
学生との結びつきは深く,授業をしてみても実に自由で明るい感じをうけたものであ
ります。                        、

初代学長であった新渡ノi先生がそのころの学監であった安井先生に向って「学校に

してはいけませんよ」とたびたびいわれたそうですが, この精神は大正11年東京女子
大学の第 1回卒業式に |ジ ェネーブ湖畔より」をよせられた先生の祝辞のなかからも

十分によみとることができましょう。

「此の学校は御承知|の i亜 り我邦に於ける一つの新しい試みであります。従来我邦の

教育は兎角形式に流れ易く,知 1識の詰込みに力を注ぎ,人間とし,又一個の女性とし
セの教育を軽んじ,伸1性の発達を重んぜず,婦人を社会,而も狭苦しい社会の小機関
と見倣す傾向があるに対して,本校に於ては基督教の精神に基いて個性を重んじ,世
の所謂最小者をも神υ)J′。と見倣して知識よりも見識,学問よりも人格を尊び,人材よ
りも人物の養成を11(Lしたのであります。」

この学風は安井先ノliに くkっ ては「サムシングJと いう言葉によって表現されました
が, このような環境のなかで過すことができましたことは私にとって, このうえもな
い幸せなことでありlkし た。

つぎに, 3月 υ)ノ liを きくと,私は毎年嬉しいような,淋 しいょうな複雑な妙な気持
におそわれるθ)がつねでありました。それは立派に成長して学窓を出てゆく若い人々
の晴れがましい姿をみて,心からおめでとうと申さずにはおられない気持と,それと
はうらはらにriい人々にとり残されてゆくという虚脱感,それからくる淋しさは彼女
らの門出を机村ilす る心にもまして,ひ しひしと教師の胸にせまるものがあったからで
あります。

これを送る側からみれば「相手かわれど主かわらず」のたとえどおりで,いつも水
の流れをみてくらす岸辺の柳にもたとえることができます。ところが,立場をかえて
送られる側にヤってみて,は じめて感じましたことは,ゃはリー種の解放感で,学生
たちが味わう卒業感にも,にたものでありました。そして, これからはものをみるめ
にも,心のゆとりをもって幅広い余生を送りたいものとねがっております。

さいごに,先 Flおめにかけました学報は対してみなさんから沢山のお便りをいただ
き感謝のほかございませんでした。ただ,残念だったことは部数に限りがあって,全
部の方々にお送りできなかったことであります。戦前,戦中,戦後の各時代の人々か
らちょうだいしたさまざまの文面を,その人その時代を偲びながらよむことができた
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ことは近来にない快事でした。ただ,心残りのことは,えんま帖にそえてあったうた

の作者がいまだに名のりでず, いまのところ「 よみびと知らず」 になっていること

です。どなたか心当りの方はありませんか。 (1966。  5. 23)

記 念 品 に つ い て    (17年 )里 村 秀 子

この度小林先生のご退職に当り,私共お教えを受けた 1人 1人の感謝の気持をまと

めて記念品をお贈りしてはと存じ,数専会の皆様に呼びかけましたところ,先生方を

はじめ学校関係の方々も加えて多くの方々のご賛同を頂きまことに有難うございまし

た。

総額は520,800円 (贈呈後のものも合せて)に達しましたが,特に先生のご希望の

指定もございませんでしたので,数専会の席で記念品代として48万円のギフトチェッ

クにお花とお祝いのお菓子を添えてお贈りいたしました。

なお諸経費 31,070円 を差引いた残金9,000円ほどは追って先生に差上げることとい

たしますのでご了承下さい。

ここにご報告をいたし,皆様のご協力に感謝いたしますと共に諸々不行届きがござ

いましたことを深くお詫びいたします。

数専会会員の皆様へ

皆様に紙上でご挨拶いたす機会を与えられましたことを, この上な く幸いに存 じ

ます。

数専会の席上で皆様と最後にお会いいたしましてから, もうどの位の時が経った事

でしょうか。すでに二年も三年も経ったようにも思われますし,ま たつい先頃の事で

あったようにも感ぜられます。皆々様,そ の後も御健康で,そ して度々お集まりにな

って楽しいつどいをなさっていらっしやる事とお察し中しあげております。私も幸い

に健康を保持しておりますが,昨年の五月から,ま た新しい仕事に関係いたすことと

なり,かなり多忙な日日を送っておりまして,悠々自適というような生活とは程遠い

毎日を送っております。

しかしその生活のうちでも,東京女子大学に勤めておりました時の,さ まざまな思

い出が,大きな力となって私を支え,励まし,慰めてくれている事を思い,ほんとう

に嬉しく存じております。殊に,数専会の皆様の,ひ とつによく纏まった友情,熱心

貞木一局

-6- -7-

な愛校′い,奉仕的な気持ちは私に多くの感動と力とを与えてくれました。私はそれを

以前から感謝し,今もそれを憶えて感謝しております。

私の退職に際しましては,皆様から,お′卜入れの二つの記念のものをいただきまし

て,ま ことに有難うございました。一つは皆様方のお編みになったレースのテーブル

クロースであり,今一つは一丈以上もある泰山木であります。テープルクロースは何

か大切な機会には必ず使わせていただきまして,その手編みの一日一目に感謝の思い

を寄せております。泰山木は昨年の初夏,自 い大きな,そ して芳香を放つ花を開いて

私共を喜ばせてくれました。

今年に入って四月から以前の住居の近くにささやかな新居を構えまして,そ ちらに

引き移りましたが,そ の際,庭本のうち第一着に移し植えましたものが,その泰山本

でございます。そしてその本は, これから,き っと毎年美しい花をつけて私共を慰め

てくれる事と信じております。そしてそれと共に皆様の温いお心持ちも,いつまでも

私共の胸のうちに残ることと思います。

皆様の御健康,数専会の御活躍,そ して東京女子大学数理学科の御発展を心よりお

祈りいたします。

最近女子大の学報に「 36年の歩み」と題して小林先生がお書きになった文を,多 く

の方が興味深く読まれたことと思う。その記事の終りに女子大創立第 1年の数学の入

試問題を掲げられたが,こ れを見られた方々は随分奇妙な問題を出したものだと感じ

て苦笑されたに違いない。ところがこの出題の責任者は他ならぬ私であった。

大正 7年 3月 も半ば過ぎ私は安井先生から至急のお手紙を頂いて始めて大塚坂下町

の先生のお宅をお訪ねした。紺色の大きな前重れをかけて机に向い忙しく事務を執っ

ておられた先生のお姿が今も印象に残っている。おどおどしている私に,学校の設立

認可が間もなく下りる筈であるから生徒募集の準備をしなければならない,ついては

早速数学の入試問題を作ってくるように,とのお言葉であった。これには私もすっか

り驚き当惑させられた。 というのはそのとき私はやっと23に なったばかり, 学校を
出てから2ヶ年の間母校で物理実験を担当していたが,数学教員としての経験も資格

もなかった。4月 からは新設の女子大で事務の手伝でもさせて頂くつもりであったか

ら, こんな責任の重い仕事は到底やれないと思った。併し仕方なくお受けして引き下

がった。



4月 から就任ちれる教職員の中には理数関係の力が 1人 もおられないらしく相談相
手 Lな く っ又最初の試験であるから参考にする前例もない, 全 く心細い限りであっ
た。私は当時入試に数学を課 していた唯一の女子の学校東京女高師の入試問題を丹念
に調べ, また幾冊もの教科書を参照し, 地方の公立高女とミッションスクールから
の受験者が大多数であることを予想しながら (女高師は師範学校出身者が主に志願 し
た),出来るだけ平易で簡単な問題をと考えて選んだのがあれであった。今見ると随
分古臭い気の利かない問題を出したものだと辱かしくなるが,当時の高等女学校は男
子中学校に較べて程度が著しく低かった上に.数学といえば算術が王であって上級に
幾何の初歩と僅かの代数が課されていた。それで入試も算術と幾何の二科目を採るこ

:と にした。犯1第 1年 目は募集から試験までの期間が非常に短かったため9各学科とも
試験程度を示す参考教科書を上げることになり,数学は藤沢喜太郎氏の算術,菊池大
麓氏の初等幾何などを指定したか, これらの書物も今は古典となってしまった。
とにか く以上のような事情はどなたもご存じない筈だが,私はあの古色蒼然たる入
試問題が創立 15年回想録に載せられて今なお残っているのだが何となく気にかかっ
て, こんなものが誰の限にもとまってくれないょぅにといつも願っていた処,偶々今
度小林先生に探し出されてしまった。数学専攻部の歴史以前をク‖|る人も殆んどなくな
った今日,私 もり3気を奮って誰にも語らなかったことを舷に告白したゎけである。

(1966、 5、 26)

数 理 学 科 5年 の 歩 み
小 河 原 正 巳

数理学科が開設されてから,ち ょうど5年たちましたので, この際これまでの経過
を数専会のみなさんにお如1ら せし,記録にとどめておきたぃと思います。
数理学科は短期の 3年を単に 1年延長したものではなく,全 く新しく開設されたも
ので,そのために,みなさんの熱意と図書費のご寄贈が非常な援けになったことは,
前の会報にも書きましたが,その後もご寄附やダンスパーティなどの事業で,引 きつ
づいてご援助くださっていることに対して,心から感謝中上げます。なおこれについ
ての詳しい報告は根岸さんに書いていただくことになっています。

数理学科の発足までには,理学部案の長い検討の期間があって,結局文理学部とし
ての案がきまったわけですが,昭和35年の日記をあけてみますと,
7月 ll日 ,学長の指示により,正田・玉虫・小河原,学士会館に会合,新設数学科
の学科課程とその担当者について検討

といったような記録も,所々に見られます。新設学科は正田健次郎教授が来られて,
できたようなものですが,新制大学制度に詳しい玉虫文二先生のお骨折りもあったわ
けです。

研究室や図書室および専門雑誌の拡充 0整備など細かいことは略しますが,短期大
学部数理科の教員のうち,中村先生は短大に残られ,他は文理学部所属になり,ま た

魚返講師, 根岸さん留学中代理の山ノ下講師のほか, 新たに森口講師, 宇野講師な

ど,第一級の学者を委嘱することができました。
昭和36年 1月 12日 の実地審査の結果,委員の勧告で, 3年次のほか, 2年次学生も
編入学でとることになり, 3月 27,28の 両日,編入筆記試験と面接を行い,30日 の合
格決定会議で, 2年次へは短期 1年からの合格者22名 と文学部 1年からの転科 4名が

認められ, 3年次へは女、1サU12年から21名 , 短期 3年をその年に卒業したものから5

名,合せて26名が合格しました。なお,さ かのぼって 1月 13日 正田先生来学され,和
田淳蔵助教授を加えることに内定, このようにして数理学科が発足しましたが,それ

までの短期の教員は,残された学生が卒業するまでの2年間は,短期の方も担当した
ことはいうもでもあり、1せん。

その後の人事移動は,すでにご承知のように,昭和37年 4月 ,正田教授が大阪大学
基礎工学部長に1ほ出,代 って寺阪教授 (都合で 9月 までは非常勤)がおいでください

ましたが,正田先イli t)引きつづき講師として,学生指導のため多くの時間をさいてい
てくださいます。 森 H il薄師は海外出張中のため10月 から開講 (それまで小河原が代
講), 昭和35年 7月 末にシカゴに留学された根岸さんは37年 7月 12日 羽田着で帰任,

高村さんは,|イ {利 139年 8月 ドイツに留学,留守中松原稔講師が代講,高木学長は39年

8月 末でご退イ「,本村現学長が就任されました。昭和40年 4月 寺阪教授上智大学に転
出,ただし後任がきまるまでの 1年間,それまで通り授業を担当されました。助手の

移動は次の通りです。加藤公子さん :36年 4月 -37年 3月 ,石井千恵子さん:36年 4

月-37年 9月 ,鈴木啓子さん :37年 4月 -40年 3月 ,大久保京子さん:37年 10月―現

在,橋詰昭子さん:40年 4月 ―現在,な お学科主任は37年 9月 まで小河原,39年 9月

まで寺阪教授,以降再び小河原が犠牲と奉仕をしています。

各年度の入学志願者数は次の通りです。ただし昭和40年度までは定員39,41年 度か

ら定員45に なりました。

37 39 41

志 願 数 220 186 249 348

入 学 者 数 29 42

支̈年

入

・
群

編
転

(2年次)
(3年次)

+2
-1

+]_
-1

+2
-1

+3
-2
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年 度
|

4年次 |  ―
3年次 126(小河原 )
2年次 126(高 村)
1年次 123(中  谷)

計+    75

年

就 職 先

各年度の学生数もあげておきましょう。 (括弧内は担任)
大いに役立っているようですι卒業研究で各教授に指導された学生の数は次のように

なっています。

昭和37:正田6 寺阪 2 和田9 小河原 7 玉虫・渡辺 2
38:正 田5 根岸 3 寺阪 3 和田4 小河原 9 遠藤 2 玉虫 1

39:正田1 寺阪 5 根岸 5 和田5 小河原 5 遠藤 l 玉虫 1‐

40:正 田4 寺阪 3 根岸 7 和田6 小河原10 遠藤 1

(昭和41:正田4 笹尾 3 根岸 3 松原2 小松原 6 森口3 遠藤 0黒星 9)

卒業研究報告は各研究室に保存されていますが,統計数学関係の論文は,東京女子大

学学会の研究費で刊行されている<統計学研究>に発表されています。

数学研究室では,数理学科ができて,は じめの 3年ほどは,助手も加わって,毎月

談話会をもち,各専門分野における話題を紹介してきましたが,最近はそれぞれの専

門ごとに学外の人と一緒に研究会をもつようになりました。
.さ
て,昭和41年度を迎えるに当って,小林先生が停年退職され,和田先生が早稲田

大学に移られることになりました (ただし両先生とも講師としてことしも講義を担当

してくださっています)こ とは甚だ残念ですが, しかし新たに笹尾靖也先生と松原稔

先生として迎えることができました。笹尾先生は昭和35年 3月 東大の博士課程を卒業

され,位相幾何学がご専門です。松原先生も昭和36年に東大の博士課程を修了され位

相解析を研究されています。両先生とも若い学者ですがすでに立派な研究論文をいく

つか発表されています。いうまでもなく,大学の教育は,研究を中軸にしてなされな

ければならないわけで, このように活液に研究活動をされている先生を得たことはよ

ろこばしいことです。なお, ことしから,半年の特別講義として,新たに山本欣子講

師 (23年数専卒)の電子計算機のプログラミングの講義がはじめられたことを,つ け

加えておきましょう。

ことしは東京女子大学全体としても,前進への第一歩を印した年で,牟礼に新しい

短期大学部ができ (中村先生もことしから文理学部になりました), また文理学部に

新しい建物を建築するための募金もはじめられていることは, ご承知のとおりです。

一方,大学院などに関する委員会もできています。

安井先生が昭和 2年にまかれた種は,数理学科ができて,や っと花が咲いた, と小

林先生はいわれましたが, これから大学院ができてはじめて,実ったということにな

ると思います。そのためには,研究活動が一層活凄になるように, さらに教授陣を充

実し, 設備その他いろいろな点を改善してゆかなければならないでしょう。 今後と

も,数専会諸姉の温いご支援をお願い中し上げる次第です。

37 38 39

26(小河原)27(和  田)
26(和  田)23(小河原)
24(中 谷)32(小  林)
31(小 林)29(根 岸)

23(小河原)31(ノ」ヽ 林)
31(寺 阪)30(小河

"}t)31(根 岸)35(和  |||)
34(和 田)51(根 岸)

3()(小 711∫リタ|:)

|;5(イ

`ヽ

   ルil)

51(根  り11)

4・ 3(|卜  谷)

107 119 147 159

すでにこの春,第 4回の卒業生を送り出し, これまでに東京女子大学は合|:卜 l()′7人

の理学士を社会に出したことになります。それらの卒業当時の就職先は,次の(1ミ うに

度
|

38 39

26 27 23

年々ほぼ同じような傾向を示しておりまして,約半分は計算機プログラミング,ま た

はそれに関連した仕事についています。なお昭和 6年以来の卒業者は数学専攻部203,

数学科263, 2年制数理科144, 3年制数理化279,合計949(こ のうち約20人が逝去),

これに上記数理学科を合計すると1056と なります。

卒業生のなかで,数理学科の講義を聴講きれた方も,赤江恵美子さん,寺田陽子さ

ん (と もに昭22卒)な ど,すでに何人かおられます。

数理学科の特徴は, といえば, まず第一に 1年次から一般教育科目や外IJJ語なと

(こ れは大体 4年次までにとればよい)のほかに専門科目もはじめます。第二に解イリ「

学・代数学・幾何学といったいわゆる純粋数学のほかに,統計学・応用解析学 04勿 JII

数学のような,いわゆる応用数理解析の講義もかなり多く設けてあります。もて月1も

この程度のことは, いまでは多くの大学でもやるようになりましたが, コースを和L

粋 0応用と画然とわけないで運用するところに妙味もあろうかと思っています。γi 3

に卒業研究を行い,そ の報告 (論文)を書くのが必修になっています。これを学部で

やるのは無理で,少 しでも多く講義や演習をした方がよいという意見もあろうかと思

いますが,それもやり方次第で, この5年間の経験では,やはりよく理解させるのに

|

行
所

員

手

社

院

の

銀
究
　
　
助
　
　
　
』

。
研

　

の

版

学

な

社間　　学
　　　膿

会
民

教

大

出

大

就

一- 10 -一 -11-



図 書

根

報 告

子

入

愛

購

岸

1読 書 グ ル ー プ (22年数専)吉 村 た づ 子
|                         |

私共のグループは,主 として家庭の主婦で小さいお子様のおられる方も多く,月 一

回集って, 自分一人では中々読めないような本を読むのですから,研究というような

大そうなことではありません。それで,今まで読んだ本の紹介だけさせていただきま

しょう。

37年以前

37年 9月 ～

38年 10月

38年 ll月 ～

39年 1月

39年 2月 ～

4月

39年 5月 ～ Eleincntary Analysis

40年 12月  H,C.Trimble,Fred w.Lott,jr.著  一 Merugen Asian Edition― 一

41年 1月 ～ 教山liの ための数学入門
J〕 1在  |)J数図り形編 遠山啓著 一国土社一

本のリストは以 Lですが,最近の一,二について報告しましょう。
Elementary Analyshは , 忘れてしまった英語に苦労

°
しました。 l回 目に読めた

のはたった 6)′〔, べは(;00貞 あるのですから,「 この本を読み終える頃にはおばあさん

になってしまう。|(ヒ 天谷さんがいわれて, 次回から各自に割当て,そ の部分を説明

することにしました。それでも二年近 くかかってどうやら終ったことになったわけで

すが,皆々自分υ)当 った所だけ明るくて,後はぼうとしているという情けない読み方

でした。

この本の内容はそれ程高度の数学というのではありませんが,大体一貫 した思想で

書かれております。 それは最後の章に “Mathematics is the study of structures"

と強調されています。中谷先生の御批判では,Structure ということを打ち出したの

はよいが, こういいきってしまうのは,量の面を無視 しすぎてはいないかとのことで

した。でもとにかく読んでよかったなと思った本でした。

次に,今読んでいる
｀
教師のための数学入門。私共は,昔数学を学んだ時,ただそ

れぞれの部門を学んで計算することに集中したような気がします。数学全般にわたっ

ての見渡しというようなことは少なかったと思いますが,遠山さんの本には,いつも

研究室の図書の世話をしておりますので,数専会の募金による図 ||卜υ)員 ll ttυ )伸 ||ヤ‖イ
li

をさせていただきます。数理学科が発足の時,皆様の御協力により, 多くυ)|｀4111イ・嗚∵

金でそろえることが出来ましたが,そ の後もダンスパーテイーその他でイぼイli仙 ||1増 ||り 11_・

いただきまして,現在の状況は次の表のようになっております。

購入図書

数学入門 Lド, エレクトロニクスの話, 宇宙と星, 生物と無生物の

間 ―以 ll岩波新書―
知能の心FI!学 ―みすず書房―
現代数学の考え方 遠山啓著

―明治図書―

現代 1命 pl!学人間 沢田充茂著
―岩波新書―

り14勿り||の 1枚歩道 ロゲルギスト著
―岩波―

童
日

218冊圭
日

誌

本

洋

雑

製

106,640円

92,980円

l,532,935円

292,310円

361,120円

39,310円 261冊

6,800円

22,700円 14種

2種

115,('|:()|||

6,8()()|||

179,3111111

120冊

43冊

2種

663冊

12種

0 2種

イゃ    言十

去年の総会の時9ま だお金が余っているので, どんどん図書を買うようにと,か ル|

っておロヒリをいただいて恐縮しましたが,昨年一年間で洋書18冊和書33冊計95,6(1)円

購入いたしました。まだ18万円近く余っておりますが,皆様の数理学科を思う心υ)こ

もっているお金ですから,是非買いたい大きいものが出て来た時に,有効に使いムiい

と思って,大切に使わせていただいております。このようなお金のプールがあるこ(tl

は,大へん心強く有難く存じております。

究 会 よ り

研究部が始って10年 Fヨ をむかえ,そ の間絶え間ない努力がつづけられて来たθ)です

が,ま だ研究発表というほどのことは出来ません。ただ私たちが平素勉強しているほ

んの一部分を, こ4に紹介させて頂きます。

|
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高所からの展望が与えられるような気がいたします。この本も,と ころどころ私の知

らない難しい数学が出てはきますが,数学教育や関数概念についての広い展望を与え

てくれるようです 。

さて,私共の勉強は牛の歩みのごとく,何程の本も読めなかったのですが,忙 しい

中を勉強しようという意欲だけは盛んです。そして家族的な親しみやす
いグループで

す。どうぞ皆様お気軽に御参加下さいませ。

ォートマ トンについて (18年)加  藤   緑

オートマトン? 聞きなれない言葉だとお思いになる方も多いか、知れません。こ

れはひとりでに動くものという意味のギリシヤ語を語源とし,複雑なからくりをもっ

た自動人形を意味するのに用いられていたようですが,一般に自動機械と訳されてい

ます。しかし最近では自動という意味を人間の手足に代る役目をすると
いうのでな

く,人間の頭脳のはたらきを代行させるというように解釈し,そのような動作を行な

う自動機械という新しいニュアンスで用いられるようになってきました。
この場合脳

の生理学的なはたらきは物理的な回路の動作に,ま た思考過程は計算機のプ
ログラム

に対応しているといえましょうか。現に神経回路網の動作の解析や人間の学習過程
の

解析などが,人間の機能を解明し,それを機械に反映させるための基礎的な研究とし

て行われております。

こういう意味でオートマトンと呼ばれるものにはどういうものがあるでしょうか。

簡単なものでは電車の切符や煙草などの自動販売機, もっと複雑なものでは交換手
の

判断機能を自動化した電話交換機などがこれに属します。しかし何と
いっても最も複

雑な動作をするオートマトンは電子計算機 (自 動計算機という
べきところでしょうが

現在一般に用いられているのはトランジスタやパラメトロンを用いた電子計算機
なの

でこうしました。)で しよう。

実際最近の電子計算機の発達は目覚ましく,単に数値計算を行わせるだけでなく色

々な論理判断を行わせ,数学の定理の証明や作曲,あ るいは各種のシミュレーション

などに用いるようになってきました。

最近のオートマトンに関する大きな課題としては文字や音声の
パタン認識,言語翻

訳,情報検索などがあります。そしてこれらを実現する装置の中心になっているのも

電子計算機です。

パタン認識は人間に比べて電子計算機が最も劣っている面であるといわれています

が,各方面で活議に研究が行われており,と くに文字認識の場合,特殊な字形を対象

とするものについては印刷した文字を磁気的または光学的に読取る装置がすでに実用

になっております。

音声の識別については,た とえば音声が機械を通してタイプされた文字となってく

るような装置の実現が一つの目標となりましょう。これに関する比較的簡単な実験と

しては電話機のダイヤル操作の代りに発音した数字を聞き分けることが行われており

ます。しかし音声パタンの有する複雑さによってその識別については困難落 点が多

く,やっと単一の母音,子音が識別できる段階で,言葉や文章はこれからというとこ

ろです。これに比べますと機械に入っている情報から音声を合成する問題は比較的容

易で各方面で意欲的な研究が行われていますが,ま だ実用の段階には達していないよ

うです。

言語の翻訳は非常に大容量の情報を扱う仕事ですから翻訳の速度やぼう大な辞書を

格納しておく記憶容量が問題になってきますが, これらは最近の計算機の能力の向上

によってかなり解決されてきたようです。しかし単語対単語の対応を考える場合でさ

え多義語や多品詞語の取扱いというような意味上の問題があり,ま たとくに日本語と

欧米語間の翻訳に際しては単語の順序を変えるなど文章の分析が問題となってきます

ので実用までにはまだまだ解決すべきことが多いようです。

情報検索は最初図書館などで多くの資料の中から自分に必要なものを探し出すため

に手作業で,あ るいは簡単な機械を用いて始められたものです。しかしこの分野でも

電子計算機が一般に月lい られるようになってきますと,単に要求される論文や特許な

ど資料そのものをひき出すという意味の検索からさらに,必要とする factを探し出

す検索へと進む傾向にあります。また検索のために見出し (一般に英数字コード)を

つける代りに資料の中に含まれている自然言語そのものを見出しとして用いる考え方

も盛んになってきました。そのためここでも言語翻訳の場合と同様に言語の構造や法

則の解析が必要になってきました。

このような応用面の研究の他にオー 'ト マトン全体に通ずる一般的な理論体系を確立

しようという試みも10年位前からなされてきました。この理論においては人間や機械

のはたらきを入力と出力の関係という形で抽象化して考えます。そして入力と出力の

対応関係によってオートマトンの内部状態を区別しますが,内部状態が有限のものを

有限オートマトンと呼び,無限個の状態をもつオートマトンを最初の創案者の名をと

ってチューリング機械といっております。有限オートマトンの理論ではオートマトン

を一つの暗箱と見倣しその機能を外から調べるためにはどのような入力系列を加えて

やればよいかとか,あ るいはどのような入力系列がオートマトンで区別できるかとい

う問題を取扱っています。実際の機械は皆有限オートマトンと考えられますが,理論

的な立場からは無限のものを取扱う必要が生じそのために有限の内部状態と無限に長

いテープ状の外部記1慮をもった架空の機械であるチューリング機械が考えられまし

た。
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以上甚だ雑ぱくながらオートマトンという言葉の内容について御紹介いたしまし

た。関連する分野はかなり広くしかも未開拓の問題も多いのでこれから先の発展が期

待されます。

参考文献

高橋秀俊  「オートマトンとはJ 電気通信学会誌46巻 11号

室賀三郎 「オートマトン入門」 現代エレクトロニクス選書36 共立出版

逐次決定過程について (7年)中 屋 澄 子

機械が動いているときこれを故障しないように維持する整備を保守といい,故障し

ている機械を動くようにする整備を修理という。 いま保守, 修理とも, 安価なもの
と高価なものと2通 りあるとする。 安い保守を Mc, 高い保守を ME, 安い修理を
Rc,高い修理を REと し, 2っの状態を考える。状態 1 機械が動いている。状態 2

機械が故障している, とする。

長期間に亘っての利益を最大にするには保守と修理をどのように選べばよし

えてみよう。

政策は4通りある。

政策 1(Mc,Rc)

政策 2(Mc,RE)

政策 3(ME,Rc)
政策4(ME,RE)

かヽを考

時間 ル の間に状態 グから,状態 ノに移る確率を P2・ノで表わせば, 政策 1の場合
には Pll=1二 2″,P12=2″ ,P21=2″ ,鳥2=1~2″ である。政策ルの推移行列を

Pん で表わせば え =(〕プ 守_;筋)である。同様に

鳥=(:蕩′守_:筋),鳥 =(丸房
彦
1_2筋)'&

α弯=鬼
が
乃 一 δjノ )/△ノ が 定 数 の と き 五 =(銑 ノ)

行列を スカとすれば

ム=ぼ2_;ン2=ぼ 2_:),43=け l_〕
),

政策 々の利益の行列を Cと すれば

01=(_3),C=(_:),03=(_3),ο 4=(_:)

これらをもとにして最適な政策を求めるために値決定の演算,政策改良の手j頂を考
える。

値 決 定 演 算

一般に状態の数を Ⅳ とし定常状態において,政策 グにおける△′間の報酬を α
`″
,

グから出発し最適政策をり1]いたときの ノ||む |11中 の全期待報酬を υJ(′ )と すると

υじ(″十∠ノ)=σ t∠ノ十Σ夕じブυプ(′ )
プ=1

であるから

υじ(′十∠ノ)一 υt(′ ) =0+メ1(7ン向∠J

∠′→0の とき

η 勤+猶1-
ノが大のとき近似的に υt(′)=υづ+ノ の形で表わすことが出来る。υじは′に無関係
な値で,gは定常状態における単位時間当りの平均報酬である。これを代入すると

g=0+Я
l勾鱗+め 嵯1物=0

=σ』+Σ αじノυノ  (グ =1・ 2,…….Ⅳ )
ノ=1

この輝ではNこぁ究本慟まN■ lこあるふ,けムは町→=0+Яクノ
であるから各 υ′は相対的な値だけを考えればよいので,υプのうち 1つを 0と おけば

―- 17 -
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は 。政策 ルの微分

44=(「
1_:)

時間 グ′の間に状態 1か ら状態
2に変る確率

状態 1に あるときの単位時間当
りの収益

時間 ″ 間に状態 2か ら状態 1
に変る確率

状態 2に あるときの単位時間当
りの経費
(利益で考えると)
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く生物が同じ方向にそれに向って進まねばならないのかな。誠に不思議である。

パスカルではないが「考える葦Jなのだから大きな意味で私達は本当に考えて生き

ねばならぬと私は層tう 。私達の日本は文明国のシンガリに位するらしいが (住居,導

路福利等に於ては)世界に冠たる重工業の国日本に生れ日本人としてその刊lrtに なれ

, これが当然だと思って生きているのかもしれない。このマンネリズムに沈澱して生

きているにすぎないのだと云う事になれば考えて見るべきだと思う。何があるべき姿

なのだろう。

其二,現在国際的にローデシアの人種差別問題が論ぜられている。ニユースに接す

る度に思い当る。

交通票識に牛の顔があったのを思い出す。

交通事故で被害者が自人の時は最高の保証額次が牛,黒人はその次となると明かに

黒人は牛以下に評価されている。日本では男女共学をまだ論じている人もいる様だが

ローデシアでは自黒共学が禁じられている。黒人の入れないホテル,アパート等,当

然の様に差別の存在している国だった。

国連の人種平等の精神の下では許される国ではない様だ。種々の理由もある様だが

とても日本人の神経には分らぬ事が多い様だ。

黒人に云わせればアフリカは黒人の地だそこに自人 (ア ングロサソン)が来て黒人

を差別するとは何事だ。

この地の自人に云わせればアフリカが今日迄になったのはリビングストーンその他

の我等の先祖が来たからこそで若しそれがなければジヤングルの中の野獣と変らない

姿をしつづけていた黒人なのだ。

何れに軍ばいが上るのかは私は知らない。大きな世界の問題である事は確か らし

い 。

では何故アフリカがこんなにも現代文明から遠いのであろうか。

私に云わせればアフリカは余りにも人類の生棲に恵まれた地であったのだ。

満腹感でよいのならジヤングルには常に食糧が有る。一年中何かの実が。スコール

は乾期でもサバク以外は毎日降る。飲料水には困らない,気温は暑い所が多いから別

に寒さと戦うための衣類は要らない。少数の人喰人種を除いては原始的な弓矢で鳥獣

も食用に出来る。となればこんな楽土に先祖代々何千年何万年生きて来る事の出来た

天然に恵まれた黒人が現代文明遠いのも当然である。

必要は発明の母 ! とすれば寒さに打克つため次々と衣類を発明し,暖を保つため
に住居も漸次発達した。食糧の依存も考えなければ一年中実っている物はない。こん

な地に何千年何万年生きねばならなかった人類と同じ筈がない。

所謂文明人は全人類の三分の一である。           、

三分の二の人類はアフリカ東南アジア,南米等およそ現代文明から遠い生活 らし
い。とすれば多数決から云っても人類の本来の姿はどちらなのだろう。余り考えると

頭がおかしくなる。

必要は発明の母を通り越して無精は発明の母 ! まで来ているものが我々の生活
だ。

オートメーシ ヨン,確に能率から云えば素晴しいが人の常力を省くと云うのが文明
の発達であるとすれば多いに如何にして労力的な無精をきめ込むかと智慧をしぼる所

に或意味の向上があるのかもしれない。

とすれば現代科学文明の進みつつある方向のみが絶対唯一の人類の進むべき道なの

かな。私には分らない。アフリカしかも黒アフリカー番近代文明から取除かれた人々

の生活は私に他では得られない偉大な何物かを教えてくれた。

東京の生活 ! これはあるべき姿なのだろうが? スモ ツグ禍 ! 交通禍 ! 等々
何所かで何かのネヂが狂っている様に感じられて来る。

さりとてあのアフリカの原始に近い姿があるべき姿:と も思われない。

余り考えないで世界の何かの機関があるべき人類の道を示しノてくれるのを待望した

方がよさそうだ。

の窓日か ら (科学技術雑観)

池野さんから図 1上F館のことでも書いてくれと云われて,簡単に引受けたものの,さ
てペンを1反ってみて,はたと行きづまった。戦後,新生日本の民主化の旗を高くかか

げて,新 i投 されたLJ立国会図書館に,「何となく」捧職してから, もはや18年近くに

なる。「典理が我らを自由にする」 (国立国会図書館法前文)と云う高い理想のもと

に発足した図 ll卜館も,現実の社会の移り変りの中で,理想とは程遠く,実際現場で働
いている私達は,毎 日の業務の中で「 こうすれば, もっと国民の為の図書館になるの

だが」と思いながらも,予算の壁とか,上層部のおもわくとかにぶつかって,勤労意

欲も下低させられがちである。そんなことをいくら書いてみても,図書館そのもの,

社会的地位が,それ程認められていない現実からみて,それは単なるグチとしかなら

ないであろうし,かと云って,現実の図書館はそのままにして,国立国会図書館建設
の精神をうたいあげてみても, これまた,あ まり意味のあることとも思われない。そ

れで現在,科学技術課に席をおく関係上,科学技術について,いろいろ考えさせられ
ることが多いので図書館の窓口を通じて見た,科学技術の在り方について,い ささか

館
―
圭
日

年 ) 子隆中田
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述べてみたいと思う。

1日 に科学技術と云っても, 種々な解釈がなされていることは, 周知の通りであ

る。根本の所では,科学を自然科学のみを考えるか,人文・社会をも含めた科学全般

を考えるかがある。今期国会に提出されようとして,見送りとなった「科学技術基本

法Jについて云うならば,1965年 12月 1日 に,科学技術会議によって, 発表された

「法案要領Jに よると,「国は科学技術の研究を推進するにあたっ
ては,優秀な人材

の確保を図り,独倉1性と合理性が尊重される社会環境をつくり,自然科学
。人文・社

会科学の各部門の調和のとれた発展に努めなければならないJ とある通り, まこと

に,学術の総ての部門あ調和のある発展こそは,それを発明発見した人類
の,幸福に

のみ役立つ為の必要不可欠の条件であろう。しかしながら,政府与党の部に人文・社

会科学を含めることに強硬な反対意見があって,今回の法案提出が見送られた,と聞

いている。このように,一般には,狭義の意味に使われているょうである。

私の属している科学技術課は,参考書誌部という部の 1課で,「参考Jと は利用者

の質問に答え,資料を探し出す手助けをすること,「書誌」は資料を探し出す手引と

なる目録の作製を意味して■る。この部には,法律政治課・経済社会課
0人文課等等

8つの課があって,各その守備範囲によってわかれている。この中の1つが科学技術

課であるから,自 然科学と技術 (工学・工業)とを意味するものであることは当然で

ある。 8つの課でうちの 1つが科技課というと,人文
。社会の方に傾いているように

見えるが,さ にあらず。予算・人員の面では,物すごいアンバランスがある。即ち,

資料購入費は, 科技の 1億円に対して, その他は全部合せて3000万 円
。人員にレ

ても,他課は10名前後であるのに,科技課は48名 という工合である。このような
アン

バランスが出来たのは,それなりの理由がある。そして,それは図書館の内部事情の

みによるのではなくて,社会の要請,内至はそれを背景とした国の政策によるものr
ある。即ち,32年, 当時の日本の高度経済成長の国策による, 技術革新の波にのら

て, P・ Bリ ポート (米国政府の研究リポート。第
2次大戦後, ドイツを主とする敗

戦国から占領した研究文献を発行したのが端緒)原子力関係資料を中心とする資料購

入費が急速にふくれ上った。 1時期,年間 1億2000万 円の購入費,人員70名。部にす

る構想もあったが,そ の後の経済の曲り角に直面して,37年「部Jの構想は立ち消え

て,規模を縮小して現在に至っている。

私の仕事は,通称レファンサーと云われるもので,利用者の資料検索のお手伝いを

′することが主で,云わば,接客業であるが,そ の他に,書誌を作ること (目下,数表

の総合目録を編さん中)それに購入資料の選択等である。利用者と云っても,それ
こ

そピンからキリまで。入館資格が20歳以上となっているので,他の公共図書館のよう

に高校以下の生徒は来ないが,夏休みの終り頃になると,教育ママ達が,子供の宿題

を電話で聞いて来る。「図書館は問題を教える所ではなく,資料を紹介する所だ」と

いくら説明しても,そのものズバリの解答を要求して,私達を困らせる。時には「先

生がこう教えたが,それで正しいのか」などという質問さえ受け,何時の間に「先生

の先生Jになったのかと,苦笑させられることもある。こんなのは少数であるが,大

学生の卒論の手伝いは大分させられる。そんな時は,資料そのものは紹介しないで資

料調査の方法を教えている。しかし,何と云っても, 1番多いのは企業からの問合せ

である。文献や (半政府出資機関である日本科学技術情報センターは別としても,企

業の研究所の必要とする資料を調査し,複写したり,翻訳したりする業者が,東京だ

けでも20社は下らないであろう)に頼めば, 1件, 1万円も2万円もするような,調

査依頼を受けることもある。企業はこのようにして,国民の税金で建てられた図書館

を,企業の利益に直接結び付くやり方で,利用しているのである。現に常時 12・ 3社

の文献やが出入りして, 日に 300件近くの資料を借り出してゆく。広く国民一般にサ

ービスを行う筈である国立の図書館が,業者においまくられ,私企業の利準追及に奉

仕している現状を,私達職員は, これでいいのだらうかと,疑間を感じながら,ど う

することも出来ないでいる。また,一方,科学技術課の急激な膨張は,図書館の陽々

にまで,種々な歪を与えている。科学技術関係詳雑誌 1万種を目標に,あわて,発の

注した結果,工学の「橋梁」のつもりの「 Bridge」 が,実際にきてみたら, トラ
ンプ

ブリォジであった, という笑い話まである。しかしこれを廃葉処分をする為には, も

はや笑い話ではすまされない。その雑誌が通過して来た総ての課に,影響を及ぼすこ

とになるからだ。このようなケースが沢山起ると,他課の日常業務を変更せしめる程

の影響が表われて来る。また,資料の急激な増加に伴い,利用者の複写の要求も鰻上

りに上昇するが,複写係の人員は一向に増えないので,増加分は超過勤務と云う
こと

になる。tt Lはほんの例にすぎないが,科学技術課の発展が,図書館の機能をもゆが

めている現状はあたかも,高度政策が,庶民の日常生活をなやます公害や,物価高と

いう結果をもたらすのににている。 科学技術のすばらしい発展は, 夢物語であった

月旅行を可能にし, 人間の寿命を延ばし, 人類に数多くの幸福をもたらしたと同時

に,交通戦争,公害,原子力爆弾等,昔の人の拿く知らなかった不幸を作り出した。

それは1つ の図 ll卜館の科学技術課の発展のしかたにも通ずることなのかと, しみじみ

思う。

これを書きかけて,新間に目をやると (日 本経済新聞 5月 25日 夕刊)1面に2号活

字で,「行監委科学技術振興で近く意見書一一基本法案を批判か一一機構整備 自然

科学中心にJと あるのが,日 にはいった。内容は,行政監理委員会が意見書をまとめ

るに当って,政府1案の「科学技術基本法」を批判し,人文科学を閉め出し,科学技術

行政機構の整備を図る考えを,打出したものである。政府原案に対しても,民主的な

科学者の強い反対意見 (例へば,岩波講座 現代「科学・技術と現代J科学技術振興
10ケ年計画をめぐって, p0348～ 353。 日本科学者会議編「科学技術基本法資料Jの
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はしがき)が出されているのに,更に,人文科学の閉め出し,行政の強化が出される
ようではと,身近かなわが科学技術課の現状から見ても,暗い気持になる。しかし,
同日の「赤旗」には「 日本科学者会議 第 1回大会一-28日 ,東京で開催」の見出し
で,大会では科学技術基本法反対に関連した特別報告がされることを,報 じているの
を見て,健全な科学者の方々の活発な動きに,い ささか安堵の胸をなでおろした。
科学技術は単に,学者や研究者だけのものではない。自然の法則を追及する筈の自
然科学が,技術と結び付いた時,それはまことに社会をゆり動かし,人類の歴史をも
かえて行く重要な因子になることは,今までの歴史が教えている。「現代の悲劇の 1
つは,人間の知的能力をこうも高め,福利をかちうるこうも大きな力となってしヽる科
学が,大規模な人殺しのための兵器の発展へ向けられていることである」 (岩波新書
「近代科学の歩み」 p.203)と ィギリスの原子物理学者オリファントをなげかせた
ように,か くして科学は人類の歴史そのものを抹殺する可性能さえ持つに到 ってい
る。私は図書館の正常な機能をゆがめてしまった科学技術課の中にあって,科学技術
の健全な発展を願わずにはおられない。

:私 の あ ゆ み       :
Ξ       (9年 )山  下  タ  ミ Ξ

女の子が女学校を出てから4年 も勉強して,ど うなるという時代に育 った私たち
は,女性は家庭にはいるもの,立派な家庭をつくるものという教育が身にしみてか,
私もご多間にもれず, 3月 25日 が卒業式その 3日 后の28日結婚式というスピードで家
庭の人となりました。そして子どもが長じて学校にはいる頃は,自分の子どもの教育
も出来なくて,他人のお子さん教育どころでないと云って,家庭の主婦,子どもの母
として責任を果たそうと思ったものでした。ところが戦後ひっぱり出されるままに教

師になってしまいました。この教師でいる間にはPTA関係を担当させられたり,東
京都青少年委員の委嘱をうけたり,武蔵野市青少年問題協議会の映画審議会委員など
仰せつかっている間に,何 とはなしに社会教育に興味を持ち出していました。昭和34
年社会教育法改正に伴ない,各区に社会教育主事必要となり,35年 8月 から杉並区に
於いて社会教育主事として社会教育の推進をはじめました一―社会教育のむつかしさ

をかこちながら一一。

学校教育は教える立場の人も,教えられる方にも一定の巾があります。それも余り
広くない巾であります。そしてカリキュラムもあります。がしかし社会教育は不特定

な人が相手であり,学歴も境遇もまちまちですし,カ リキュラムというものもなく,

めまぐぐるしく変ぼうする社会も動きをふまえ́た上での事業を考えて行くむつかしさ

があります。

殊に婦人が参政権を得て20年。テレビ・ ラジオの普及により,又会合にもよく出席

出来るようになり,学習活動にも参加する人が多くなり,そ の上PTA活動も盛んに

なって,婦人は大きく成長しました。ところが都会のインテリーと呼ばれる婦人の一

部には,それらの学習が身につかず,頭でっかちになり勝ちという問題も課題として

かかえています。が役所というところの空気も少しは,わかりもう少しがんばって見

たいという時に,半ば至上命令的に,杉並区立高南中学校の校長という重責を負わさ

れまして,その重さを肩にずっしりと感じつつヨタヨタ歩み始めています。東京都に

は中学校が500校位ありますが, 婦人校長が現在 3人で,その内 2人が東京女子大卒

(1人は英専)です。私の力は小さいものですが,先生方,先輩お友だちの祈りに支

えらる, この女子大に育てられた婦人校長として,婦人であること, クリスチャンで

あることを忘れずに歩みたいと思います。どうぞ今後ともよろしくお力添え下さい。

研 究 室 の 横 顔

(35年)大 久 保 京 子

数学研究室という顔を正面から見ると,そ の目鼻立ちをととのえているのは,小河

原 。中谷 。中村・根岸・笹尾・ 松原の諸先生方と助手の橋詰さんに私である。 この

顔,正面から見るとなかなかの美男で, この分ならお見合写真はまづまづ通過という

ところ。とは言うものの人間,正面ばかりみていたのでは,深みも渋味もわからない

から,ち よっと横をむいていただくことにしよう。

まづは,小河原先生,愛妻かつ愛犬家である。朝,奥様とお犬様アリ君と二人(?)

お揃いで北 Fヨまで登校なさるお姿は円満そのもの。知る人ぞ知る心なごむ風景である

が,ち よっぴり大君にやきもちの焼けることである。先生は似がお上手で研究室にも

一枚ある。私などなにかのときには描いていただくようおねだりするつもりである。

当研究室の主任ですからこの文章に関しても一度お検閲いただいた。

中谷先生こと通称タロちやん数理学科はもとより文科系学生にも親しまれまして一

昨年には一年生と古本屋『タロー堂』なるものを開いてはりきていら?し やった。名

テナーであることは勿論周知のことである。高い所と速い乗物はおきらいだそうです

が案外そそっかしいところが我々凡人が親しみやすいところである。最近は牧イ申二の

テレビにかぢりついて息子さんにしかられるそうである。
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次が中村先生,数年先輩の人達に言
.オ

つせると通称シンちやんだそうである。ベレー

を頭に愛車ルノーで御出校。昭和三年二月十九日が受洗なさった日だそうで, クリス

チャンでいらっしゃる。テニスのお相手をお願いするとたゆまづう■づ,私 iたか |`卜 ,I

をあげるまで,根気よくハー ドトレーニングをして下さる。数専会υ)ダ ンスパ`ノ ィ
ーの花形で,数学者はコチコチという東女以外の大衆 (?)の方々の4111i)11イ_好illl lン・(I
くださるから本当にありがたい。サ トウサンペイばりのユーモアが先ノltr/1魅 ノJ(|:ぃ

°
)

ところ。

最近の根岸先生は, なんとなくおやさしい。 同窓会の募金委員で大変油‖れ:IⅢ r」 〈「)
る。 先日の園遊会でも本部で放送係をなさっていらした。 その根力ll先ノliυ )欠 1取 :「た _

つ。連体明けの金曜日,一二時限の授業をケロリとお忘たになった。ttlllll l l l11,I;ム llい
になったそうだ。続いて, 2, 3日 後今度はエンマ帖を教室にお忘れになった`,イ 1(サ ||
先生談「 そんなに齢とったつもりはないんだけど……」それで,中谷先イliυ )″li:i暉 11、
つけ加えると「 イヤ年齢のせいではありませんヨ。もりもり勉強なさってるか lb(1(1

ヨ。ニュー トンと同じでネ」。でも「若さのいたり」というのが一番てき(11う い|ね ()

高村先生は御主人ともどもドイツ留学中。長男を御出産なさって,恵 ^イ
|`ll´ l j 11 1111

をおつけになった。 ドイツ流に読むと keiiChiは 解 Iと なるそうだ。
今年専任におなりになった松原先生,笹尾先生は残念ながら,ま だ横顔をみ lt(1.(
ださらない。いっこうに横をおむきにならないから。そこでちょっと後姿を……ぃ

松原先生は大学時代バスケットボールのキャプテンでいらしたそうですか,な い |(´

興味がおありですかとうかがったら「子供のことです」とおっしゃった。 lιレちる (l::ヽ

バーというところに行ったんですが・…・・」とあとにも先にも一度しかいらした rt it力 、

ないらしいと憶測したのはこの私である。

女子大としては新 しいタイプなのが笹尾先生。なんともワンパク小僧の感じかⅢ
′
;・

印象である。テニス,運転, スキー, とスポーッならなんでもござれのようだか, |_
―ルの方もかなりのウデマエのようだ。がいしてワンパク小僧というのはテレ,11(∵ 斗1

直で人がいいものだが,笹尾先生もこの例にもれなさそうだ。
研究室で一番若いのが助手の橋詰さん。たいへんたいへん素直で白J愛 らしく,・′メ

によく働いてくださるから私のような人間とは名コンビと思っている。

最後に,ズケズケと横顔など遠慮なしに書かせていただいてしまったが, 自分υ)(1
とをたなにあげて偉い諸先生方に頭が上らなくなるのがせきのやま。朝10時 にイリ「

′
ハ:なイ〈

にノコノコとオダワラからやって来て,研究室の仕事か学校の仕事か同窓会の仕 ll「 か
数専会の仕事かクワイヤの仕事かなんかをやって, 日頃研究室にもメイワクをかけて
いて, もともと頭の上らない私が, この位の文章を書いたって頭の高さはかわらない

というものでしょうか ?
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ス だ  よ ｈ
ソフ

(6年卒)豊  泉  し  げ

熟田霞江様,卒 Wtご1同 |1午に負t“りi:人 |)Jり l Fli尚元気で勤続。三本隆様,高松聖イエス

会牧師として伝ittl甲 1日
'I会

|千 1似 )人 111成すという。 lllllフ サ様,栄養大学助教授,学

生時代弱かった(ノ )|(1今 |、 111夜の激務に1)y)げず活躍,秘決はどうやら栄養らしい。氏

家隆子様,rft′ f(精のイ1人。益 IЦ原母様,桶目智恵様,御 1人を失って7人のうち現在

5人健在・ f含者が女子学院勤務豊泉しげ。

(7年卒)中 屋 澄 子

荒木恵美様,数年前から御病気のようですが消息がわかりません。もし御存知の方

がおありでしたらお知らせ下さい。佐藤光子様。北海道の30年余りの教職生活に終止

符をうたれ,昨年から横浜に来て居られるよし,樋口千嘉様。桜光女学院を最後にや

はり30年余りの教職から離れて現在は母上の御看病に御専念のよし,他の 4人の方は

お変りないようで,お 丁‐様方も成長されて,そ れぞれのお仕事に励んで居られるよう

です。私も気ばかりは若いのですが,と うとうZl人の孫をもつ身となりました。

(8年卒)多        豊

卒業以来30年 以 11に もなりますので皆さん職場に家庭にベテランとして御活躍で

す。先づ|)‖ lJLiノ∫1白 iで は梅用さん,仁保さん共に,お仕事にお励み,若山さんは英会話

御勉強とか東京方1白 iで は鈴木つたさん,小山さんそれぞれの学校になくてはならぬ存

在ですし,森 |||さ んは相変らずお千手観音で驚き入るばかりです。中島さんは御主人

のよきアシスタントとして御多忙,寺光さんは満点奥様の上女子大で数学も勉強中で

す。鈴木寿子さんは御病後の御主人ねたきりのお姑様に注ぐ涙ぐましい柱の御看病と

伺います。どうぞ一日も早く家族健在で身心共に安らかな生活をなさいます様に心か

らお祈り致します。最後に私ですが,平野先生,小林先生,級の一人一人の方達の暖

かい親′いに手をとり足とりしていただき,や っとよちよち歩きをはじめました。
`大
変

ひねた世話のやける赤ん坊ですが感謝の気持で一ぱいです。本当に皆様有難うござい

ました。







(23年卒)段   真  璃  
「
r・

毎年桜の咲く頃になると
ホームカミングのご通知を頂

いて連体θ)111を ,t、「)‐ )(|「 |||

かけて楽しい一時をす
ごして帰えるのですが,今年は

3月 早 「々 1窓会
υ)総イ1ご 11lyt会

の切符を渡され23年度数学科卒
業総勢75名で封筒の上書,切符

の材1足 と 5り ||;llυ
)・ 1

日迄用事に追いまわされ
てしまいましたoで も今年は全部

の方に13返
:li仁

[j肌11い lノた

為卒業以来始めてという
なつかしいお便りを頂き地方

の方も逢かにこυ)||″
)1出 ‖|′ 1・ IT

ってくださいました。当
日は20名近くの方がライ

シヤワ~館の芝Jlθ)■で,|117カ ii尚
{ノ )小 L

幌から出ていらっしやつ
たお友達等も交えてきれ

いに晴れ上った五り1‖ ||れ
″)||||・1・ It

しましたo

(24年卒)大 陽 寺 喜 代 r・

終戦後の混乱し切った時代
に,何物かを求めて集り,戦争中

の空自を何 Jlか ||マ
|)|)

どそうと, しやにむに勉強した
り,遊んだりした学生時代を送

りました私 i｀日).卒 ‖t

して早や17年の月日が流れ
てしまいましたo

お子様達が幼かったり,御主人
のお勤めの都合で地方に行か

れたり,又 クタ
′くた I・

積極的に開いて下さる方も
なかつたり,等々で個人的なお附会

はあっても,仲 ヤクタ

スとして集るチャンスを今ま
で持つ事の少い私達でしたo現在

では生活もやゞ
r友与|:l′

てまいりましたし,根岸さん,JL見
さんも学校にいらっしや

いますので,こ υ)カ キ11

中心にこの際お互い
の近況を伝え合って,旧交を暖

めたいものでございます1,1(,1メ
i様

の御協力をお願い中上げます。 今年
の園遊会は10人程お集り

のようでしたo 本国ふ

ん,常葉さんの様に外地に永くお住
いの方,又地方にいらっしやる方

々の御様 r,|;

子様の教育,御主人の飼育法中年
以後の主婦のレジャ

~等々お話し合いたい 1)υ )(1(1

ざいます。

(26年卒)権  名  智
・
子

4月 10日 ,お さと帰り中の中山さん
0日大場さん,在米)を迎え,中谷

先′liθ )御 |||

席をいただいて,渋谷「南国酒
家Jで ,15名の集りを得,級会を

いたとましため

私共の在学時と,ち つとも
お変りにならぬお元気な中谷先

生を囲んで,す つかり学

生気分になっておりま
したら,「卒業して,丁度, 15年

目ですね。Jとの先生θ)お 言

葉。そういえば,や つと,卒業
後の年月に思至るにぎや

かな,集りでございましたo

先生からは,男女共学後
の女子大,入試に数学を課す

ことについて,卒業生や,1ド校

の考え方,そ して又,御出席
いただけなかつた先生方の御近

況,今後の講習の予定な

どについて,お話があり,楽し
いひとときをすごしましたo
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(28年卒)水 野 明 子

色とりどりのつつじが,緑の芝生に映え,深い紫の藤の花が, しっとりと美しい 5

月, 2人の子供を幼児グループヘ送った後,私は 1人で,ゆ っくり,ゆ っくり女子大
の木立の下を散歩するのが好きである。桜の老本の下をぬけ, もみじや Lマ ラヤしだ

のこんもりとした大木の下にたたずむと,何も言えない幸福感に満たされる。此の 4

月から何年ぶりかで,や っと私 1人のわずかな時間が出来る様になった。 1日 のうち
のほんの少しの時間ではあるが,何かはっとした楽しい気分で一杯になる。これから
は少しずつ, したい事も出来る様になるでしょうし,自分の持っているささやかな能

力を,私なりに発揮して, くいのない人生を送って行きたいとしみじみ考えたりしま
す。女の幸せはやはり安定した幸社1な家庭を基盤として,其の上に立ち, 自分の個性
を趣味なりに仕事なりの形として, ‐/liを i旦1して, はぐくみ育て「およそ真なるこ

一一本立の下で一一

(35イト卒)大 久 保 京 子

Π召和35年のメンバーは総勢27名 ,「数ノ子会」と命名され,現在では,家庭に職場
にかなりの経験者として活躍中です。年に 1回,10月 の最後の日曜日をクラス会の日

と決めて皆その日を楽しみにしております。27名 という小人数ですからクラス内のこ

とは右から左へなんでも連絡があり,誰 1人 ,病人もなく皆元気に毎日を送っており
ます。学生時代「あの人がお母さんに……」など想像できない程ワンパクだった人達

も今はすっかり良きママとなって担任でした中谷先生をホッとさせています。仕事の

とりこになってはりきっている人達も, もうその道ではベテランになって,そ ろそろ

他の職場からのひきぬきもある様子。

家庭を持ちながらも仕事を続けている方も数人あって,み ごとに家庭と仕事を両立

させていらっしゃるのをみると努力の精神さえあればなんでも出来る現代に生きてい

る私達の世代は本当に幸せだといったところです。

(37年卒)田 辺 三 恵

卒業してから早や 4年になり,月 日のたつのは本当に早いものと驚かされます。
3年間にお世話になった小林先生もご退職され,淋 しくなりました。私達の間にも
この4年間に大分変化がございました。クラス25名中,現在もう20名が結婚し,後の
5名 も,ただ今売り出し中です。新婚家庭が多いのですが赤ちゃんも全部で7名 ,今
年中にはもっとふえる予定です。皆毎日赤ちゃんと奮斗, もう徴積も集合論もまるで

関係ない日々だそうです。反面,結婚後も仕事を続けている人,いわゆる共稼ぎが 6
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名ほど,や はリプログラマーが多く,仕事と家事との両立は大変
のようです。外国に

はただ今 2名, ご主人の仕事の関係で渡米中です。学生時代と
2, 3年の就職時代,

そして最近の主婦時代と私達のクラスもだんだん違った雰囲気
を持ってきています。

これからもどんどん変っていく事でしよう。楽しみです。

(40年卒)橋

卒業してから早くも1年経ちました。これまでの
1年間は,私達が一番ツiいという

ことで,何も出来なくてもある程度見通され,又自分でもその様な立場
に |ト ス́ていた

所が多分にあったと思いますが,今年からはそうのんびりもし
ていられません。私達

のクラス23名 の内18名 までが東京近辺に住んでおりますが,そのほとんど
が会社及び

研究所のプログラマーとして勤めております。訓練,実習期間を無事終
了して, この

春頃から本格的な仕事を受け持ち,おかげで残業も延び
て忙しい毎日を1出 している(k

ぅでございます。それ以外では高校,出版社,大学研究室に
2, 3名ずつ1眈職してお

ります。各々1年間の行事を一通り経験致しました
ので, これからは実力をf向 I11で き

るのではないかと張り切って 2年目のスタートをきりました。
それぞれのlni.[ち |ゃ

′
だヽE

で良き先輩を見習い努力し励んでいきたいと思ら
ております。

(41年卒)弘   中 良

木々の緑が目にまぶしく輝き,さ わやかな風が心を軽
やかにしてくれる今日lL頃で

すが,朝から連建と輝く螢光燈のもとで,外の天気の様子もわ
からず 1日 中会社θ)机

に向っておりますと, とても,女子大の芝生,姫松,ス
ロープがなつかしく,今さ「,

ながら4年間恵まれた自然の中で生活を送ること
のできた幸せを感じております。さ

て,今年から皆様のお仲間入りをさせて頂くことになりまし
た新卒クラスの紹介を致

します。私共のクラスは稀に見る有能な人材に恵まれ,学友会
に於る我がクラスθ)活

躍振りはこの僅かな文面では到底言い尽す
ことの出来ないほど素晴しいものでした。

しかし, クラブに非常な情熱を傾けながらも決し
て学業は怠らず, どの授業でも最向1

列で熱心に教師と黒板を現んでいるのが我が
クラスの面面でした。昨年は経済界θ)不

況から就職難と大いに心配されましたが, 我 3々1名 , 
一般の会社のプログラマー10

名,研究室助手 8名,教員 7名 と皆自分の希望する良い職場
を得,今は夫々の分野で

活躍を始めんと大いに胸を脹ませております。
1人前になるのはまだまだ先の話です

が 2, 3年先にはきっと職場にとって失い難い有能な人材と
なり惜しまれつつ家庭に

入って行くことでしようoと ころで,私共は数専会をよリ
ー層発展させる為出来るだ

けお役に立ちたいと思っております。どうぞ何なり
とお中し付け下さり,御指導下さ

います様お願い致します。

子詰  昭

石 井鈴 枝 さん の横顔  (16年卒)奈 良 部 志 保 子

石井さんは昭和16年12月 数学専攻部を卒業,通信省電気試験所 (現電信電話公社電

気通信研究所)に就職,37年退職されるまで20年間音響工学の研究に従事され,その

間の成果をまとめられて37年 3月 には東京工大で工学博士の学位をとられました。現

在は電気通信大学の助教授として研究のかたわら男子学生を相手に講義を持たれ,卒

論の指導,就職の世話等に至るまで幅広く活躍しておられます。また最近「音響工学

概論」という音響工学に関する本格的な教科書を出されましたが, これは同学の方々

と共著となっているものの石井さんが実質的中心となってものされた著書で,その権

威については専門家の間で定評のあるところです。学生時代はスマートなスポーツ家

で数専のバレーボールは石井さんの強烈なスマャシュで常に優勝をさらっておりまし

た。昨今は格幅のいい貫録充分な姿になられましたが厳めしい経歴から想像されるオ

ッカナイ感じは全然なく,謙虚で会うといつもにこにことやや色黒の顔をほころばせ

ておられます。このところ, ドライバーとして往年のスポーツ家のおもかげを残して

おられます。ぼそぼそっとしたしゃべり方は学生時代のままで,講義の際ききとりに

くい折もありはしないかと思われますが, 時折遠慮のない「卒直な本当のこと」 を

言い放つこともかえって学生の人
/xiiを 高め,頼 りになる先生として慕われておられま

す。

工学部門での女子の進出は稀有であり,かかる石井さんの着実な活躍はわれわれ同

窓の誇りであると同時に同性として心からの声援を禁じ得ません。

クラスだよりは, クラスの近況をお知らせするために, 4月 16日 の幹事会の

席で,各幹事に依頼し,ま た当日欠席の幹事には,書面でお願いして,送 って

いただいたものです。

これを読んで自分のクラスの消息のないつまらなさを味った方達には,申 し

わけなかったと思います。

各クラスの幹事は責任をもってほしいし, クラスのみなさんは,責任をもっ

て,幹事をおくり出していただきたいと改めてお願いする次第です。

数専会をみんなのものにするために。       ―にくまれく
゛
ち子一

(連絡先)豊島区目白 5-16-13

山本 敦子 TEL(951)6653

子

＝
麟
冊
Ⅷ
舗
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― 同窓会募金に数専会
の協力を

6年)豊   泉 lノ     ヤダ~

御承知のように母校東京女子大学では50周年記念事業とし
て,牟‖Jυ〕神lr｀ 1人学′1}校 ,

舎ごと5億 7千万円で買い,更に研究本館;体育館の新築として
5億円イ_li卜 ll l´ノてお

ります。母校としては珍らしく大脹な買物をしたわけです。私共
には相1像 1)出 lt ikせ

んが学校がここまで決意するのには相当の年月をかけ,良心的に,教 11'lrサ
|(´ ル:ォ _に ′な

えを練ったあげくの事と思います。資金計画の概要をみますと
5億 111は 打

`え

111,|:'3()

のとなっております。このうち 1億円は父兄,同窓生,教職員となっ
て1'1)l`|か 1勺 5

千万円を同窓生として御引受けする事になりました。私共が数学
科を 4イ |:111に (11い う

スローガンで運動をはじめ,皆様方からも数学科の図書費として多人
υ)静 |11111J l_伯 llき

高本先生の御尽力で現在のように立派な文理学部が出来たわけ
ですが,二 {′ )は tl:l11)

もまださめぬ時でありながら数専会としてもこの募金運動
に,積極的に参加 1./、 ltヽ tl‖ 1

います。文理学部の出来る時も私共の募金はほんの一部にしかすぎず学
校 (!l1/(:ILじ

大の費用がかかったこと,そ してその後の維持にも相当の負担があろう
'ITI`1畑 1像 |(1州 [

くありません,小人数制の理数科を維持するためにも今回の記念事業を出114限
1)1・及

助していただきたいとおもいます。同窓会では事業部,会員一般募金部
メ:わ ||(11(々

の部門で色々計画をしておられますが仲々5千万円という額には達
しそ」う1)([夕 |)||、 け

ん。同窓会では声をからして次のように叫んでおられます。「
一日1万円こ11か |(XX)

円以下の小額でもかまいません御寄付はいただければ有難く頂載
いたし1111(1.ft

員部としては3,000万 円が目標額でありますからクラ
スの目標額はクラス人数 |〔 ;ウ )｀

の 1万円という事になります。誰方も御忙がしい毎日でありますから心
に1、 1(t)・ ,こ i(1)

寄付の手続きが面倒であろうと考えられます。クラ
スの幹事の方何とか711ム lル

`f紋

って

この目標額を突破出来るように御助けを御願い致します。クラ
ス会の時,小常lJこ つで

も集めるとかまたクラスの人に誰方にでもお合いした時,住所,氏名卒業年
1軌イキ́・|||き

400円を御預けすれば次月から400円ずつ郵便局が集めにきます。
2年 |IJで月ll・ 11:1万

円と云う事になります。預った方は面倒でもクラ
ス幹事に報告し,お金は次υ)1幾 チミに

御渡しすればいいわけです。幹事の方は同窓会に立替払いをし
ておいて ドさ

'()か

:に た

はその旨報告してくだされば適当な方法を考えてくださるとおも
います。尚数lJメ会と

して募金委員に出ておりますのは次の方ですからい
つでも何でもおっしやってくださ

れば御相談に応じたいと思います。御家庭でも入費の重む時であります
が11校の一人

事の時です。是非御援助下さいますよう重ねて御願い中し上げます。

数専会募金委員

昭和 6年卒

昭和 9年卒

昭和10年卒

昭和20年卒

昭和23年卒

豊泉 しげ
溝口 雪恵
朝永 領子
溝口 寛子
鈴 木 吉

T E L 0424-82-7680

TE L 390-2606

T E L 0422-44--2410

TEL

TE L 399-1151(女 子大 )
T E L 0424--61--8559昭和24年卒 根岸 愛子

昭和31年 ]_0月 ,研究部が発足してから今年で]_0年 になります。このような研究会は

続かないものと聞いてサ||||)ま すので, とに角 10年続けようと決心して出発致しまし

た。 その間にいろいろ御l協カ ドさいました方達, 特に, 指導下さいました先生方に
はどう感謝の気持を表わしてくitいかわかりません。始めの目的,10年つづけることだ

けは達成出来そうですが,OF究の内容につきましては,ただ勉強して実力をつけるこ

とも心要ですが, 何か単位のとれる(kう なものを作りたい, という希望をもちなが

ら,10年間どうすることも出来なかったのは申しわけないことと思って居ります。な

お,総計ゼミは途中から,小河原先生の御l了解のもとに「数学研究室ゼミJと なりま

したが,便宜上今まで通り数専会研究部で取り扱っています。

また37年夏から女子大追分寮で「夏季研修会Jを開いて,先生方や皆様の御協力の

もとに楽しい集りを続けて居ります。以上各部についてくわしい報告を書いて頂きま

すので,御覧の上どれにでも御参加下さいますよう,お願いいたします。

(中屋 澄子)

読 書 グ ル ープ (中谷先生)

「教師のための数学入門」 一関数・図形編―
遠 山 啓 著

月 1回土曜 2時より,於女子大学数学研究室

中谷先生をかこんで,毎月 1回,読書のつどいを持っております。最近はメンバー

もふえ,大そう楽しい集りでございます。

少しでも広い視野をもって「新しい数学」について考えることが出来るようにと,

究
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中谷先生から,わかりやすく,お教えいただいております。どうぞ何時からでも,御
気軽に御参加下さい。きっと ぃ皆様にお喜びいただけることと存じます。

(芝  紀 子)

高校 数 学 復 習の会 (ガ琳 先生)

高校数学復習の会としてはじめた私達の勉強も,数 IⅡ Ⅲと大学受験と出1題集 2冊
を終える頃には,そ ろそろあきてきたので,小林先生にお願いして,大学数学のノit礎
を講義していただくことになりました。あまり難しいものでは長つづきしないので最

初は「教養の数学」「解析学序説」「ベクトル」と月一度づつあらしの日も,寒い冬も,
先生は一度もお休みにならずお教え下さいました。未熟な私達でわからないながら,1)1

代数学の一部をのぞいた感じが嬉しく,月 一度のお講義が待たれる思いでした。今は
又先生のお講義からははなれて,昭和38年度からの新課程による高校の数Jlの勉強を
しております。昨年は東京新聞の家庭欄に主婦の勉強と題して私達のグループの写真

と記事が出ました。年はとっても家生時代と少しも変らず,宿題をためてしまって徹
夜したとか,あんまり書いたり消したりしたのでノートに穴があいてしまったとか,
今日は怠けてしまったから,誰か写させてとかほほえましい光景です。ただ違うのは
試験のないこと,若 し試験があったらつづかないわねなどといいながら,又子供達に
試験もないのに何を一生市命勉強なんかして,物好きの集りだねなどと,Ш「 |をいわれ
ながらも,や はり月一度のこの集りをいつまでも続けていき度と思います。

(吉利 ″L枝 )

解 析 ゼ ミ (西宮先生)

毎月第 2・ 4月 曜日夜 6時から西宮先生のお宅で少人数ながら楽しく続けておりま

す。今まで読んだものは,吉田洋一著「点集合論」高木貞治著「解析概論」 (5革ま
で),竹之内修著「 トポロジー」。最後の本は時間をかけてかなり丁寧に読み,その統
きとして現在, Go Te Whyburn「 Analytic Topology」 を 2章までの予定で読んで

おります。 6月 からは少し方向を変えて,位相幾何の方を覗いてみることとし,大槻
富之助著「位相幾何」 (至文堂)を始める予定です。聴講も大歓迎,皆様の御参加を
お願い致します。                       (高 宮 弘子)

電子計算機に関連 した数学理論 (根岸先生を中心に)

毎月第10第 3木曜日の夜6時から8時半頃までお菓子をつまみながら仲良く勉強
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しております。アルファンゲルスキー等著,筒井訳の「電子計算機」を手初めとして

当麻著「ディジタル回路の論理設計入門」, 岩波の現代応用数学講座の中から近藤・

小野寺著 「回路のトポロジー」, E.F.Moore著 「Gedanken― Experiments on
Sequential Machine」 等英文のオートマトン関係の論文を4っ程読み, 昨年 5月 か

ら現在まで宇田川錘久著「論理数学とディジタル回路」を輪読しておりますので皆様

の御参カロを歓迎いたします。 (内藤 淑子)

統 計 ゼ ミ (ガ、河原先生,数学蹴 室主催)

毎月第 2, 4木曜日の夜 6時から8時頃までの約 2時間,大学の第 1研究室で小河

原先生御指導のもとに勉強を続けもう今年で10年程になります。10年ひとむかし,そ
のひとむかしからのベテランから,まだ数ケ月足らずのフレッシューマン迄,現在毎

回 7～ 8人集っております。 37年以後に読んだものは, M.Io T。 の「Note on

Operations Research 1959」 , HOWard G.Tucher.「 An lntroduction to ProbabiHty

and Mathematical Statistice」 , などを読んで,ダイナミックプログラミング自動制

御,待ち行列,決定理論,シ ュミレーション,確率分布,仮説検定論などを学びまし

た。他にも JORSAや JRSSの中からいくつかの論文も読んだりしました。
昨年秋からは,ThOmas Lo Saatyの「Mathematical Methods of Operations

Research」 をテキストとして現在に至っています。 ORは 現在では応用数学の花形
になっていますし,又訳本もあったりで,英語の勉強にもなリー同はりきっておりま

す。今,第 2部 5章最適化の部分をしていますがこれから線型計画法,ゲーム理論,

待ち行列,在庫管理等,代表的な ORの模型を順次勉強してまいります。どのテーマ

もみな実際生活にむすびついた具体的なものを勉強できますから興味のある方,頭の

トレーニングをなさりたい方,是非御参加下さい。

追 分 研 修 会   0

0第 1回 (37.8。 22～24)参加者33名

アメリカの大学の話 (根岸先生)

ある非線型過程と COherence Function(小河原先生)

今後の研究会のもちかた (西宮先生)

○第 2回 (38.8。 19～21)参加者28名

現代の応用数学 (小河原先生)

大学のこの頃 (小林先生)

結び目の理論 (寺院先生)

(大久保京子)
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支 出 の 部

生
回
、

〈
ム

図書費 として学校会計へ

196,926

40,520

79,080

316,129

195,961

(会 計)里 子秀本寸

3  7

3 8

3 9

差 引

年  度
年  度
年  度
計

現 在 高収 入 の 部

前年度より繰越

終 身 会 費

通  信  費
雑牧入 (寄附)

プ ロー チ返金

利子(郵便貯金)

計

支 出 の 部

通  信  費
事  務  費
雑費(合総会費)

プ ロー チ立替

次 年度 へ繰越

4,490     44,533     13,090

2,285     86,100        180

400      4,140      7,430

36年度   37年 度   38年 度   39年 度
99,431     84,979     18。 155     85。 475

2,500     30,100     26,300     12,200

14,940     73,400      7,900      4,100

3,933      3,200         --     17,000

-―         一-     53,820     29,070

--      7,689        -一        ――

120。 804    199,368    106,175    147,845

5,290

1,650

4,940

28.650     46,440         -一          ――

84,979     18,155     85,475    135,965

120,804    199,368    106,175    147,845

(注)39年度雑収入は原生事業部片岡様よりの寄附です

37年度支出は会報発行の為多くなりました。プローチの立替は39年度

で全部返金されました。

数 専 会 募 金 収 支 報 告

部入 の収

寄附追加 SOS会 ダンスパーティ純益
8,0003  7   左喜   屋避        49,440

45,0003 8 年  度    13,270
25,0003 9 年  度    20,358
78,00083,068計

187,307計総  合
325,183-卜 187,307==512,490前年度より繰越

」
鷹
ｒ
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¨
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利子

15,498

6,019

4,722

26:239

東京女子大学同窓会数専会会則

1   
第 1章 総    則

第 1条 本会は「東京女子大学同窓会数専会」と称する。
第 2条 本会は会員相互の親和と学術的研究を図ることをもって目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために左の事業を行う。
1。 講演会,研究会並びに講習会の開催。

2。 会誌の発行

3.そ の 他

第 2章 会

第 4条 本会の会員は左の通りとする。
員

10東京女子大学数学専攻部,・ 数学科及数理科卒業者。

2。 東京女子大学数学専攻部,数学科及書理科に一年以上土学 した同窓会

員。

第 5条 本会の趣旨に賛同する東京女子大学現教員及旧教員は客員とする。
第 3章 役     員

第 6条 本会には左の役員をおく。
会  長   1名
副 会 長   2名
書  記   2名             

｀

会  計   2名
会計監査    2 名
幹  事    若千名

第7条 会長は会員中より幹事会の推せんした者について総会でこれを決定するも9
とし, 任期は 2年とする。                    1
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会長は会の企画並びに運営に関する事務を総括する。

第 8条 副会長は幹事の互選によりこれを決定し任期は 2年 とする。
副会長は,会長を補佐し会長事故あるときは会長の職務代行する。

第 9条 書記。会計は幹事の互選によりこれを決定するものとし任期は 2年とする。
第10条 会計監査は総会の承認を得て,会員中より会長がこれを委嘱するものとし任

期は 2年 とする。

第11条 幹事は各クラスから1名以上選出する。
第12条 役員の補欠を必要とする時は前記手続によるものとし,補欠者の任期lは前任

者の残りの期間とする。

第 4章 総    会
第13条 定期総会は年 1国会長がこれを召集する。

会長は必要に応じ幹事会議を経て臨時総会を召集ことが出来る。

第 5章 幹  事  会
第14条 幹事会は会長が之を召集する。
第15条 幹事会は会長の諮間に応じ本会の行うすべての企画運営について審IIム決定を

行う。

第 6章 会     計
第16条 本会の会計年度は毎年 4月 1日 より始まり翌年 3月 31日 に終る。
第17条 本会の会員は会員各自が終身会費として次に定める金額を卒業時に納入す

る。

昭和 6～ 24年卒 200円   昭和25～ 29年卒 300円
昭和30年卒以降 500円

第18条 本会は通信費を会費以外に必要に応じて徴収することが出来る。
第 7章 会 則 の 変 更

第19条 本会会則を変更するときは総会で出席者の 3分の 2以上の賛成をイtlな ければ
ならない。

附 則 本会則は昭和35年 4月 29日 より実施する。

記後集編

各地にはなればなれになっている会員の心と,さを結ぶ会報第 8号を, ようや くお届
けする運びとなりました。まず,お願いした原稿をおいそがしい先生方をはじめみな
さんが,心よく引き受けて早く書いて下さったことに,係とlノ て感謝 しています。そ
れなのに,郵灰料金値上げ前の 6月 に発送できなかった不手際が残念です∫小林先生
の感謝会の記事をのせたいし, 6月 中には発送したいしと努力は, したつもりでした

が,結果は大切な数専会の会費を郵政省に余分に納めた感じです。
第 8号は,こ れを手にした会員たらが,数専会の存在を考え,み んなの会として今
後どうしたらいいか,会の前進のために意慾をもやしていただけたら一と念願して編
集しました。いかがでしたでしようか。どうぞ,ご感想,ご意見をた くさんお問かせ

下さい。 (堀 0池野)

△
ム
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